
輪厚スマートＩＣの２４時間化について

１ 輪厚スマートＩＣについて ●輪厚スマートＩＣの位置

輪厚スマートＩＣは、道央自動車道の北広島ＩＣから
３．９ｋｍ、恵庭ＩＣから１０．０ｋｍの位置に、輪厚
ＰＡに接続する形で設置

２ 供用後の現状について

【24時間運用】
運用開始日：平成２８年９月９日(金)午前６時から
運用時間 ：終日（２４時間）
計画交通量：１，６３７台/日

【開通当初】
供用開始日：平成２１年６月２９日
運用時間 ：６時～２２時（１６時間）
計画交通量：１，１００台/日

【スマートＩＣの設置目的】
○札幌中心部や空港アクセス時間の短縮
北広島市街から札幌中心部へ約５分短縮、新千歳空港へは約１０分短縮

○周辺道路の渋滞緩和
北広島ＩＣに集中していた交通量が分散されることにより、渋滞緩和が期待
高速道路に１０分でアクセス可能なエリアが拡大

２ 供用後の現状について

３ ２４時間化の必要性について

●利用交通量の推移（台/日）
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●北広島輪厚工業団地の分譲の推移

※施工中や工事未着手の
企業の購入分も含む数字

平成２４年の分譲
開始から着実に
企業立地が進展

●２４時間化への住民ニーズ
（北広島市住民アンケート）

現在のまま
２７％

２４時間の
運用を希望
６８％

数時間の延長
５％

＜住民アンケート対象地区＞
輪厚地区、北広島団地地区、
大曲地区（大曲柏葉、大曲南ヶ丘）

○ 平成２１年６月より１６
時間で運用が開始され、利
用台数は年々増加傾向

○ 輪厚スマートＩＣ開通後、
周辺工業団地の分譲が進展
し、地域の活性化に寄与

○ 企業活動では、夜間における出荷時間に輪厚スマー
トＩＣが利用できないため、２４時間化により仕入出
荷業務の効率化が図れる。

○ 救急搬送では、運用時間外に搬送した９３％で施錠
作業等の煩雑さから利用を回避しており、その機能が
十分に活かされていない状況である。夜間においての
安定した救急搬送が図られる。

○ 観光では、輪厚スマートＩＣの出口で開放を待つ車
列ができるなど時間的制約が課題となっているが、２
４時間化により利便性の向上が図られる。

○ 住民のニーズは、北広島市住民の６８％が２４時間
化を希望している。


